
選手の熱い走りをライブ配信します！

１１月9日（日）中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会を開催します！02
　秋の深まる渥美半島で、ニューイヤー駅伝の出場権を争う「中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会」が開催されます。
国内トップクラスの選手たちが、市内８０．５ｋｍを舞台に疾走します。

スタート　　　9:00（はなとき通り）
フィニッシュ　13:00ごろ（はなとき通り）
コース全長　　80.5㎞（7区間）

【大会コース】
1区	（12.0km）	 はなとき通り～白谷海浜公園
2区	（8.3km）	 白谷海浜公園～サンテパルクたはら
3区	（12.2km）	 サンテパルクたはら～旧伊良湖岬小学校
4区	（15.5km）	 旧伊良湖岬小学校～保美交差点手前折り

返し～旧伊良湖岬小学校
5区	（12.2km）	 旧伊良湖岬小学校～サンテパルクたはら
6区	（8.5km）	 サンテパルクたはら～白谷海浜公園
7区	（11.8km）	 白谷海浜公園～はなとき通り

【大会参加チーム（予定）】
中部実業団参加チーム（9チーム）
・トヨタ自動車A（田原市）　・トヨタ紡織A（刈谷市）
・愛三工業（大府市）　・愛知製鋼（東海市）
・中央発條（名古屋市）　・ＮＴＮ（三重県桑名市）
・トーエネック（名古屋市）
・Infinity Athlete & Running Club（刈谷市）
・御殿場滝ヶ原自衛隊（静岡県御殿場市）
北陸実業団参加チーム（4チーム）
・ＹＫＫ（富山県黒部市）　・セキノ興産（新潟県見附市）
・高田自衛隊（新潟県上越市）　・Finth（富山県黒部市）
オープン参加チーム（4チーム）
・中部実業団選抜　・トヨタ自動車B（田原市）
・トヨタ紡織B（刈谷市）　・中京大学▶スポーツ課　☎23‐3531

サーフィンの国際大会「2025 BILLABONG TAHARA PRO」が
開催されました01

　9月16日（火）～21日（日）の6日間にわたり、田原市赤羽根町大石海岸（ロングビーチ）で「2025 BILLABONG 
TAHARA PRO」が開催されました。国内外から200名を超えるトップサーファーが出場し、男子はオーストラリアのケイ
レブ・タンクレッド選手、女子は日本の中塩佳那選手が熱戦を制し優勝しました。

　会場では、徳川家康と服部半蔵忍者隊Ⓡや地元のフラダンスチームのス
テージショー、オリンピアンの五十嵐カノアさんによるエキシビジョン・サイン会も
開催されるなど、大きな盛り上がりを見せ、同時開催イベントの「アジアフェスタ 
in 道の駅あかばねロコステーション」も多くの人で賑わいました。

（大会データ）
●結果

▶スポーツ課　☎23‐3531
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▲大会の最新情報
　はこちら

▲ウイメンズ優勝の中塩佳那選手

▲表彰式で田原市産ビクトリーブーケを贈呈

▲メンズ優勝のケイレブ・タンクレッド選手

▲CBC SPORTS ▲Locipo

※ライブ配信
を観て応援
しよう！！

種別 順位 氏名 参加国

MENS 1st ケイレブ・タンクレッド AUS
2nd アリスター・レジナート AUS

WOMENS 1st 中塩 佳那 JPN
2nd 鈴木 莉珠 JPN

参加国 参加選手 観客数
日本、オーストラリア、ニュージーランド、

インドネシア、フィリピン、台湾、中国、
アメリカ、イタリア、スウェーデン、ブラジル

計 208 名
（Men：144 名、Women：64 名）

大会期間中
25,000 人
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